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３
月
１６
日
、
８５
期
の
修
了
式

が
８
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
い
つ
も
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
ト
レ
パ
ン

姿
で
す
が
、
今
日
は
赤
や
青
の
カ

ラ
フ
ル
な
表
演
服
で
華
や
い
だ
ム

ー
ド
。
準
備
体
操
の
あ
と
全
員
で

簡
化
、
１
人
一
級
の
認
定
審
査
の

後
、
３２
式
剣
、
４２
式
、
４２
式
剣

の
表
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
む
ず

か
し
い
の
、
よ
う
覚
え
た
ね
。
」
「
う

ま
く
な
っ
た
。
」
と
称
賛
の
声
、
半

年
の
成
果
を
か
み
し
め
た
一
日
で

し
た
。 

緊
張
し
た
後
は
か
ま
め
し
や
で

交
流
夕
食
会
、
量
、
味
と
も
に
大

満
足
。
「
そ
れ
に
し
て
も
来
期
は

入
門
者
が
来
て
ほ
し
い
ね
。
」
「
な

ん
と
か
し
な
き
ゃ
。
」
課
題
も
満

載
で
す
が
、
一
本
じ
め
で
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。  

 
 

岡
田 

 

昨
年
１１
月
８
日
、
冨
岡
義
晴

さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
７３

歳
で
し
た
。 

総
社
日
本
語
教
室
で
は
、
２
月

２５
日
、
冨
岡
さ
ん
の
妻
「
玲
子
さ

ん
を
励
ま
す
会
」
を
サ
ン
ロ
ー
ド
で

行
い
ま
し
た
。
（
受
講
生
２
人
、
講

師
７
人
） 

冨
岡
さ
ん
は
２
歳
半
は
で
残
留

孤
児
に
な
り
ま
し
た
。
５０
歳
で
永

住
帰
国
。
実
母
と
姉
、
シ
ベ
リ
ア
抑

語
教
室
の
一
年
間
は
以
前
の
１３

年
間
に
覚
え
た
量
に
匹
敵
し
ま

す
」
の
文
章
も
。 

岡
山
県
母
親
大
会
分
科
会
で

は
日
本
語
で
報
告
（
通
釈
は
準
備

し
て
い
た
の
で
す
が
）
さ
ら
に
は
国

賠
訴
訟
の
支
援
の
訴
え
と
日
中

両
国
の
友
好
を
願
っ
て
い
る
こ
と

ま
で
話
き
れ
、
中
味
の
起
・
承
・

転
・
結
に
び
っ
く
り
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。 

冨
岡
さ
ん
が
殊
の
外
、
気
に
し

て
い
た
「
配
偶
者
支
援
法
」
の
成
立

と
実
施
を
見
届
け
る
よ
う
に
逝
っ

て
し
ま
わ
れ
た
。 

妻
の
玲
子
さ
ん
は
時
々
涙
ぐ
む

帰国邦人Aさんの介護（２） 
 

 A さんは病院に入院した後、一時期は退院して老人ホ

ームへ入所しましたが、不安になると大声で職員を呼んだ

りベッドの鉄枠を揺らして音を立て続けるので、また病院

へ再入院しました。食べ物を飲み込む力が弱ったので、

お腹に穴を開けてチューブを通し、胃に栄養を流し込む

よう手術したり、ほかの病院に移ったりしました。そのたび

に通訳の人に説明してもらいましたが、認知力が低くなっ

ている A さんはいつも不安だろうと思います。 

 A さんは疎遠になっている家族に会いたいといいます

が、家族関係が複雑だったので家族も面会に来られない

状況です。 

後見人は財産を管理したり、毎月本人と会って体調や

心情を確認しています。 

A さんは面会が少なくさびしがることもありますが、最近

は一人で暮らすことをあきらめて受け入れているようでもあ

ります。通訳の人はAさんが元気だった頃から Aさんを支

援していたので、A さんにとって心を許せる相手であった

ことが何よりの救いだと思います。 

 

行政書士 松田葉子 

留
か
ら
無
事
帰
国
し
た
父
と
再

会
（
身
元
判
明
４０
歳
）
。
総
社
日

本
語
教
室
（
開
講
２
０
０
５
年
６

月
２
日
）
に
は
最
初
か
ら
参
加
き

れ
ま
し
た
。 

「
添
削
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
冨

岡
さ
ん
は
パ
ソ
コ
ン
で
書
い
た
自
分

の
思
い
や
旅
行
、
読
書
感
想
を
よ

く
持
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
「
工
場
の
仕
事
の
休
憩
時
間

に
も
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
日
本

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

太
極
拳
講
習
会
８５
期
修
了
式 

 

玲
子
さ
ん
を
励
ま
す
会 

―
総
社
日
本
語
教
室
― 

 

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
日
の
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
通
い
、
週
二
回
の
日

本
語
教
室
も
あ
り
、
３
人
の
息
子

た
ち
の
と
こ
ろ
行
く
暇
が
な
い
と

笑
っ
て
い
ま
し
た
。 

夫
の
葬
儀
，
納
骨
等
慣
れ
な
い

行
事
も
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

夫
の
父
は
１
０
５
歳
で
健
在
で
す
。 

配
偶
者
支
援
は
「
少
な
い
で
す
。
二

人
と
ひ
と
り
生
活
同
じ
で
す
。
や

り
く
り
大
変
で
す
。
」
電
子
辞
書

を
駆
使
し
な
が
ら
日
本
語
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

西
森
文
子 

 

2381 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

４
月
１１
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

真田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

《中国残留孤児の実態から》 

隣国「中国」との関係を考える 
尖閣諸島の領有権問題より、日中関係は冷え切っていますが、１９７２

年９月２９日、当時の田中角栄首相と中国の周恩来首相が北京で日中

共同声明に調印し、両国は「恒久的な平和友好関係を確立する」ことに

合意した。中国は日本に対する戦争賠償の請求を放棄し、日中国交正

常化を記念して、上野動物園にジャイアントパンダのカンカンとランラン

が贈られたのは有名な話。戦後、満蒙開拓団の中国残留孤児を育てた

養父母の存在に光を当てるシンポジウムが、満蒙開拓平和祈念館と日

中友好協会の招きで昨年１２月１２日に長野で開かれた。敵国だった日

本の子供を引き取った養母の李淑蘭さん（８８）が登壇し「孤児になった

子を助けるのは当たり前という信念があった」などと当時の心境を語っ

た。今回、講師の小林軍治さんは、「なぜ中国残留孤児が生まれたの

か」「日本に帰るまでのつらい道のり」「帰国してからの新たな困難」「な

ぜ国を相手に裁判をしたのか」「これからの日中友好は・・・・・」などにつ

いて講演を予定しています。 

第８６期太極拳講習会 
※４月６日（水）午後６時～８時 

※月３回程度水曜日【全１８回】 

※さんかく岡山（岡山市北区表町） 

※主催・日中友好協会岡山支部 

留
婦
人
の
二
世
）
、
岡
山
商
科
大

学
孔
子
学
院
の
黎
曉
妮
副
学
院

長
と
同
席
と
な
り
、
劉
会
長
の
人

柄
や
中
国
残
留
婦
人
の
話
を
し

ま
し
た
。
同
時
に
、
来
年
３
月
２０

日
（
月
・
春
分
の
日
）
に
実
施
さ
れ

る
第
３
回
中
国
百
科
検
定
の
協

力
を
要
請
し
ま
し
た
。 

私
は
、
劉
会
長
及
び
華
僑
華
人

総
会
と
日
中
岡
山
支
部
の
、
長
年

に
わ
た
る
相
互
の
各
種
行
事
へ
代

表
を
送
る
な
ど
の
、
交
流
を
紹
介

し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
次
の
２

点
を
述
べ
祝
辞
と
し
ま
し
た
。 

一
つ
は
、
劉
会
長
が
県
内
の
日
中

友
好
の
諸
団
体
と
平
等
な
関
係

を
保
ち
日
中
友
好
の
促
進
の
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
。
二

３
月
２０
日
、
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル

ビ
ル
の
中
国
四
川
料
理
「
又
来
軒
」

岡
山
駅
前
店
で
開
催
さ
れ
た
、
標

記
の
会
に
日
中
岡
山
支
部
代
表

と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。 

会
に
は
、
岡
山
県
華
僑
華
人
総

会
（
※
注
１
）
の
会
員
を
初
め
、
県

内
の
日
中
友
好
諸
団
体
の
代
表
、

大
学
関
係
者
、
政
界
、
経
済
界
及

び
留
学
生
、
技
能
実
習
生
、
中
国

帰
国
者
な
ど
約
９０
人
が
参
加
し

て
い
ま
し
た
。 

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
劉
会
長
と
の
交
流
や
功
績
を

紹
介
し
な
が
ら
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。 

私
は
Ｂ
テ
ー
ブ
ル
で
、
倉
敷
芸

術
科
学
大
学
の
趙
慧
欣
教
授
（
残

と き ４月１０日（日） 

ところ ライフパーク倉敷 
 

講演 １０時～１２時まで 

テーマ 「中国残留孤児の歴史と現状」 

講師 小林軍治 

（日中友好協会岡山支部 事務局長） 

参加無料 

憲法を暮らしに生かす倉敷市民の会 

劉
勝
徳
会
長
の
古
希
祝
賀
会
に
出
席 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 

 

つ
に
は
、
中
国
帰
国
者
の
生
活
上

の
悩
み
に
親
身
に
な
っ
て
相
談
に

の
り
、
感
謝
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

会
は
、
劉
会
長
が
７０
年
の
歩
み
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
「
祖
国
の
故

里
の
事
情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は

あ
な
た
で
す
。
岡
山
の
良
い
と
こ

ろ
を
故
里
に
か
え
っ
て
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。
」
そ
し
て
「
ウ
イ
ン
ウ
イ

ン
の
関
係
で
中
日
の
世
界
が
見
え

る
（
わ
か
る
）
あ
な
た
が
必
要
で

す
。
」
と
若
い
人
へ
の
期
待
を
語
る

と
と
も
に
、
会
を
企
画
し
た
人
と

参
加
者
に
感
謝
を
述
べ
て
終
わ
り

ま
し
た
。 

（
※
注
１
）
同
じ
中
国
人
の
血
が
流

れ
て
い
る
が
、
華
僑
と
は
中
国
国

籍
、
華
人
は
日
本
国
籍 

 

挨拶をする劉会長 

左から後藤さん、高杉さん、小林さん、奥津弁護士 

岡山弁護士会２０１６（平成２８年）年度 憲法記念県民集会 

危機に立つ立憲主義 

―安保法廃止を目指して― 

２０１６年 

５月７日（土）１３時開場 

１３時３０分～ 

岡山シンフォニーホール 大ホール 

ゲスト：小林節（憲法学者・慶応義塾大学名誉教授） 

制服向上委員会＆中川五郎 

１３：３０ 小林節講演 

「憲法の危機～私たちは何をなすべきか」 

１５：００ 制服向上委員会＆中川五郎ライブ 

１６：３０ 安保法廃止を求めるパレード予定 


